
プログラム名 人間中心デザイン　基礎～応用 定員 20

主担当教員 安藤 昌也　（本学助教） 総時間数 のべ154.5時間

項目

プログラムの概要

受講対象者

プログラムの狙い
修得できるスキル

プログラムの構成

出席要件

修了要件

　　原則として、各科目において３分の２以上の出席を要する。

　　最終試験に合格した科目の総時間数が１２０時間以上であること。但し、必修科目が設定され
ている場合は、すべての必修科目において最終試験に合格すること。

産業技術大学院大学　履修証明プログラムシラバス

内容
　本プログラムは、使いやすくユーザビリティに配慮したものづくり、つまり「人にやさしいものづく
り」を実践するために必要となる、人間中心設計の概念および基礎知識の修得と、具体的な手技
法の修得を目的としている。本プログラムの特徴は、人間中心設計の基礎から応用までをバラン
スよく学べるよう設計されている点である。
　基盤知識としては人間中心設計の基礎のほか、認知科学などの関連領域についても学ぶ。これ
らは、人間中心設計と関連の深い点に焦点を当てた講義となっている。また、ユーザビリティ評価
法をはじめ、人間中心設計のさまざまな手技法についても、演習により実践的に修得できる。さら
に応用として、昨今注目されているユーザエクスペリエンス（User Experience）の実現のために不
可欠な、デザインマーケティン
グやコミュニケーションデザイン、サービス工学などについても学ぶ。
・ものづくり（ハードウェア、ソフトウェア）に関連する企業の企画・デザイン・設計等に関わる方
・デザイン系大学、情報システム系大学等、ものづくりを志向する教育機関に所属する学生
・その他、人間中心設計に関する技術・知識を修得したい方

本プログラムは、「人にやさしいものづくり」の実践のために必要となる、人間中心設計の概念およ
び基礎知識の修得と、具体的な手技法の修得を目的としている。

【修得できるスキル】
　　　・ 人間中心設計の概念、規格、プロセスの理解
　　　・ 人間中心設計に関連する認知科学、統計学等の基礎知識の修得
　　　・ 人間中心設計に関するさまざまな手技法の理解と実践方法の修得
　　　・ 製品利用におけるユーザ理解のための総合的分析力の修得
　　　・ 人間中心設計の応用領域として、デザインマーケティング、サービス工学等の基礎知識の
修得

本プログラムは、人間中心デザインの3つの段階、9科目から構成される。「１．人間中心デザイン
の基礎」および「２．人間中心デザインの実践」の5科目は必修科目とし、「３．人間中心デザインの
応用」は、4科目を選択科目とし、3科目以上を選択する。

　１．人間中心デザインの基礎
　　　　1-1. 人間中心設計概論　（オムニバス講義：　10.5時間）
　　　　1-2. 人間中心デザインの認知科学　（10.5時間）

　２．人間中心デザインの実践
　　　　2-1. HCD手技法特論　（22.5時間）
　　　　2-2. 人間中心のコンセプトデザイン特別演習　(10.5時間）
　　　　2-3. ユーザビリティ評価特別演習　（10.5時間）

　３．人間中心デザインの応用　（以下、4科目から3科目以上を選択）
　　　　3-1. デザインマーケティング特論　（22.5時間）
　　　　3-2. デザインシステム計画特論　（22.5時間）
　　　　3-3. コミュニケーションデザイン特論　(22.5時間）
　　　　3-4. サービス工学特論 (22.5時間）
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本講義は、本履修証明プログラムの導入のための講義でもある。本講義は、以下7回で構成する。
（なお、講師の都合により、内容が前後する場合がある）

第1回：　コースガイダンス　（産業技術大学院大学　安藤昌也　助教）
本履修証明プログラムの狙いや目的を示すとともに、人間中心設計の必要性、関連領域の位置づ
けなどについて解説する。

第2回：　人間中心設計（ＨＣＤ）と人間生活工学　（早稲田大学　小松原明哲　教授）
人間中心設計という概念の基礎、学術的背景について解説する。また、最近の概念の広がりについ
て人間生活工学という観点から解説する。

第3回：　人間工学関連規格の知識と最新動向　（中野人間工学コンサルタンシー　中野義彦　氏）
人間中心設計には、基礎となる様々な規格類が策定されている。その体系を理解するとともに、最
新動向についても学ぶ。

第4回：　産業界におけるＨＣＤの取り組み実態　（（株）U’eyes　Design　代表取締役　鱗原晴彦氏）
人間中心設計の概念が、日本の産業界でどのようにとらえられ、普及・実践されているかを学ぶ。

第5回：　関連領域①：　情報アクセシビリティ　（産業技術大学院大学　安藤昌也　助教）
高齢者・障害者などへの配慮は、ユニバーサルデザインでは不可欠である。情報アクセシビリティの
事例を通して、ユーザ理解の重要性を理解する。

第6回：　関連領域②：　情報デザイン　（日立インターメディックス（株）　近藤朗　氏）
ソフトウェアやWebなど多くの人が利用する情報システムのデザイン手法も、HCDの一つの形式であ
る。情報デザインの概念や事例を通して、HCDの広がりを理解する。

第7回：　まとめと総合討議
これまでの講義をまとめるとともに、受講者が各自の理解や疑問点について討議を行う。

テキストは用いない。必要に応じてハンドアウトを用意する。

人間生活工学研究センター 2005 「ワークショップ人間生活工学 第三巻 インタラクティブシステムの
ユーザビリティ」 丸善

他、講義の中で適宜紹介する。

評価は次の2点で行う
・出席
・課題　（各回の講義について、簡単なレポートを課題とする。その提出および内容で評価する）

履修証明プログラム個別科目案内

人間中心設計概論　（必修科目）

安藤昌也（本学助教）、外部講師

内容
人間中心設計とは、1999年に発効されたISO13407によって、明確化された概念であり、製品デザイ
ンの過程で、ユーザの要求をどのように取り入れるべきかを規定したものである。本来この規格は、
インタラクティブシステムの設計を想定したものであるが、ユーザの使いやすさに配慮するものづくり
全般に適用可能な概念として、幅広く産業界に受け入れられ、実践されている。
　本講義では、人間中心設計の基本的な概念を学ぶとともに、実際の産業界において「人間中心の
ものづくり」がどのようにとらえられ、実践されているかについて、様々な立場から複眼的に理解す
る。
　本講義は、本学教員の他に外部講師によるオムニバス形式の講義とする。

講義の目的・狙い
　人間中心設計の基本的な概念を理解するとともに、その周辺領域の取り組みや実践事例を通し
て、人間中心設計がカバーする領域の広がりや深さについて理解する。

修得できる知識・能力
　・人間中心設計の基礎概念および関連する基礎概念（アクセシビリティ、情報デザイン等）の理解
　・人間中心設計の産業界での適用事例
　・人間中心設計に関連する規格の知識と最新状況の理解　（人間工学に関するISOおよびJIS規
格）
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各講義では、それぞれに示す内容を中心に、人間の認知特性の基礎理論を解説する。各講義で
は、認知科学や心理学、人間工学などの基礎のない受講者にもわかりやすく解説する。

第１回：　認知とは―人工物設計に必要な基礎知識として

第２回：　人間の認知特性①－知覚・注意・記憶

第３回：　人間の認知特性②－学習・理解・問題解決

第４回：　インタラクションの認知モデル①－行為の７段階モデル、メンタルモデル

第５回：　インタラクションの認知モデル②－アフォーダンス、メタファー、対応付け、フィードバック

第６回：　なぜ人は誤るのか－ヒューリスティック、確証バイアス、先入観　他

第７回：　情動と認知　（まとめ）－エモーショナルデザイン、よりよいUX(User Experience)の実現に
向けて

テキストは用いない。講義で用いる資料は配布する。

参考書は、講義内でも適宜紹介する。本講義を深く理解するために、なるべく読むことを薦める。

　・海保・原田・黒須, 認知的インターフェース, 新曜社, 1991.
　・ノーマン著, 野島久雄訳, 誰のためのデザイン?. 新曜社, 1988.
　・ノーマン著, 岡本他訳, パソコンを隠せ、アナログ発想でいこう！. 新曜社, 2000.
　・ノーマン著, 岡本他訳, エモーショナルデザイン. 新曜社, 2004.

評価は次の2点で行う
・出席
・課題　（課題は、途中１回、最終レポート１回の計２回を予定している）

履修証明プログラム個別科目案内

人間中心デザインの認知科学　（必修科目）

安藤　昌也　（本学助教）

内容
　実際に人間中心のものづくりを行う際には、人間の様々な特性を理解した上で、それらをうまく利
用したデザインをすることが求められる。特に、人間の認知特性に沿わないデザインは、エラーを誘
発したり学習に時間を要したりすることになる。人間中心設計を実践するためには、設計プロセスの
実践もさることながら、ユーザ心理への深い理解とともに、認知科学の理論を理解した上で、製品デ
ザインを行うことが不可欠である。
　本講義では、特に人工物との相互作用に着目し、ユーザインタフェースなどのデザインやユーザ
心理の理解に不可欠な、人間の認知特性の基礎理論を学ぶ。

講義の目的・狙い
　人間と人工物との相互作用における、認知特性の基礎的な理論を学ぶとともに、ユーザ行動の観
察を通して認知特性を分析する重要性を理解する。

修得できる知識・能力
　・ 人工物の操作に関連する人間の認知特性の諸理論
　・ 人間が人工物を操作する際の、プロセスモデルに関する諸理論
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第1回：ユーザビリティの問題意識 　ユーザビリティについての問題事例を討論し、この授業を受け
る必要性や取り組み方を自覚する
第2回： 目標達成と人工物のあり方 　人間の目標達成のしくみと、人工物という概念、さらに人間と
人工物のインタフェースについて学ぶ
第3回：ユーザビリティの概念 　品質特性としてのユーザビリティから、Nielsenによる定義、
ISO9241-11の定義とその後の考え方を学ぶ。
第4回：ISO13407と設計プロセス、およびライフサイクル 　ユーザビリティに関する基本規格である
ISO13407の特徴であるプロセス志向の考え方とその展開を学ぶ。
第5回：ユーザ調査の方法 　ユーザの特性や利用状況を把握するための手法としてフィールドワー
クの手法、特にContextual Inquiryを学ぶ。
第6回：ユーザ調査の実習①－Contextual Inquiry 　フィールドワークによるユーザ調査手法としての
Contextual Inquiryについて学び、翌週までにデータを取る。
第7回：ユーザ調査の実習②－Flow Model　 各自が取得したデータについて、Flow Modelによる分
析と、GTAによる分析を行う。結果は課題とする。
第8回：要求分析の方法 　要求分析の代表的手法としてシナリオベーストデザインの考え方と、要求
を要件定義につなげる手法を学ぶ。
第9回： 要求分析の実習(Persona, Scenario) 　要求分析の手法のひとつであるペルソナ手法とシナ
リオ手法について実習を行う。課題内容は第6回と同一のもの。
第10回 ：ペーパープロトタイピングの方法 　設計の手法としてラピッドプロトタイピングについて学
び、特にペーパープロトタイピングのやり方について学ぶ。
第11回：ペーパープロトタイピングの実習　 第6回から第9回まで継続している課題内容について
ペーパープロトタイプを作成する。
第12回 ：ユーザビリティ評価手法　　ユーザビリティ評価手法、特にテスト 設計結果を評価する手法
について学び、特にユーザビリティテストの手法について学ぶ。
第13回：ペーパープロトタイプを使ったユーザビリティテスト 　第11回で作成したプロトタイプをユー
ザビリティテストによって評価し、再デザインの方向性を整理する。
第14回：インスペクション法　 インタフェース設計ガイドラインについて学び、もうひとつの評価手法と
してのインスペクション法について学ぶ。
第15回： 最近の話題　 最近の話題として、ユニバーサルユーザビリティ、長期的ユーザビリティ、人
工物発達学などについて学ぶ。

特になし

出席と随時のレポートによる。最終試験は行わない。

履修証明プログラム個別科目案内

HCD手技法特論　（必修科目）

黒須正明　（放送大学 ICT活用・遠隔教育センター 教授）

内容
技術者は、とかく技術中心的な設計開発を行ってしまいがちだが、そうではなく、利用者(間接的な
利用者も含む)を中心に設計開発を行う必要がある。人間中心設計、もしくは人間中心開発(ともに
HCDと略記される)を実践するための考え方やHCDの各段階に対応する方法について、実習を交え
ながら修得する。

講義の目的・ねらい
　講義の進行にともなって、重要な方法については実習をまじえる。

修得できる知識・能力
　人間中心設計・開発の実践に必要な基礎的概念
　人間中心設計・開発の各プロセスにおける手法・技法の理解および実践方法

ユーザビリティハンドブック (共立出版) 2007
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各回の実施内容を以下に示す。演習は、受講者数によるが、グループ分けを行いチームでの演習
を想定している。

第1回：人間中心設計の上流工程における手技法（講義）－「ビジョン提案型デザイン手法」の概要と
事例紹介

第2回：演習①－演習課題の説明、ペルソナの設定

第3回：演習②－ペルソナの確認、観察法による要求抽出

第4回：演習③－観察法による要求抽出（続き）

第5回：演習④－要求の確認と構造化シナリオの展開

第6回：演習⑤－要求の確認と構造化シナリオの展開　（続き）

第7回：発表と相互評価

特になし（演習用テンプレートは用意する）

・シナリオにもとづく設計，J.M.Carrol，郷健太郎訳，共立出版，2003
・ペルソナ作って、それからどうするの，棚橋弘季，ソフトバンククリエイティブ，2008

演習成果物の相互評価をもとに判断

履修証明プログラム個別科目案内

人間中心のｺﾝｾﾌﾟﾄﾃﾞｻﾞｲﾝ特別演習　（必修科目）

早川　誠二　（株式会社リコー　総合経営企画室  総合デザインセンター）

内容
　本科目では、人間中心設計の上流プロセスで用いられる手技法に力点を置く。たとえば、ユー
ザー像を明確する方法として近年注目を集めているペルソナ法・シナリオ法や、ユーザの利用状況
を把握し、ニーズを抽出するために有効とされる、フィールドワークやエスノグラフィー、文脈におけ
る質問（Context Inquiry)など、最新の手法を取り扱う。これらの手法は、従来個別の手技法として実
践されてきたが、最近では体系的に整理する研究が行われ、「ビジョン提案型デザイン手法」として
体系化されつつある。
　本科目では、最新の体系的手法である「ビジョン提案型デザイン手法」を理解するとともに、演習で
の各手法の実践を通して、体験的に学ぶことを目的とする。

授業の目的・ねらい
人間中心設計における代表的な手技法を活用し、ビジョン提案型のデザインアプローチに関して、
演習を通じて学ぶ

修得できる知識・能力
　・ユーザー調査の方法（観察法、フォトダイヤリー法など）
　・ユーザー要求分析法（ペルソナ法、シナリオ法など）
　・ビジョン提案型デザイン手法
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講義中に別途紹介する。

成績評価方法

第１回：ユーザビリティテストの実施方法と準備　　ユーザビリティテストの目的や適用フェーズ、実
施の手順や留意点などを解説する。また、演習のために必要な準備について解説する。

第２回：システム理解と実施計画の立案　　調査対象とする製品を実際に操作し、その機能や特性
を把握する。同時に、ユーザビリティテストで評価すべき範囲や仮説を立案し、テストタスクの設定な
ど実施計画を立案する。

第３回：実施計画の調整と実査準備　　前回に引き続き、実施計画の立案を行う。同時に実査準備
を行う。

第４回：実査　　実際にインフォーマント（被験者）に来場してもらい（２名程度を想定）、ユーザビリ
ティテストを実施する。テストはビデオカメラ等に記録するとともに、ロギングツールやメモ等で記録
を取り、分析に用いる。

第５回：データのとりまとめと分析　　実査で得たデータのとりまとめを行い、問題点の分析を行う。
　
第６回：分析ととりまとめ　　引き続き分析を行う。また、改善の方向性についても検討を行う。

第７回：発表と講評　　テスト結果を口頭で発表する。

適宜資料等を配布する。

以下、３点から評価する。
　・講義への参加状況点
　・演習成果物への講師の評価点
　・演習成果物への相互評価点

履修証明プログラム個別科目案内

ユーザビリティ評価特別演習　（必修科目）

古田 一義　（道具眼 代表）、安藤 昌也（本学助教）

内容
　製品のユーザビリティを高めるためには、人間中心設計のプロセスに基づいて開発を行うととも
に、適切なタイミングで、製品のユーザビリティ評価を行うことが重要となる。ユーザビリティ評価に
は、専門家によるインスペクション法やヒューリスティック法の他に、ユーザによる試用テストにより
評価を行うユーザビリティテストがある。
　本講義では、広く実践されているユーザビリティテストを実践できるスキルを獲得するために、実際
の製品を対象に、テストの計画から実査、データのとりまとめと分析までを演習する。
　演習では、なるべく少人数のグループでの実施を心がけ、各受講者のスキル獲得に資するよう配
慮する。

講義の目的・狙い
　本講義では、本履修証明プログラムで得た知識を活用し、製品に潜む多くの問題点の発見と解決
策の方向性を考察できる実践力を獲得できるよう、ユーザビリティテストの実施手法の修得にとどま
らず、分析の内容についても詳しく評価・解説する予定である。

獲得できる知識・能力
　・ユーザビリティテストの実施ノウハウ
　・ユーザビリティテスト結果から、製品のユーザビリティ上の問題点を分析する力
　・ユーザビリティテスト結果から、問題点の解決策の方向性を検討する力



プログラム名 人間中心デザイン　基礎～応用 科目名

担当教員

項目

授業方針

修得できる知識・
能力や授業の
目的・ねらい

授業計画・内容

テキスト

参考書

別途紹介する

成績評価方法

1.オリエンテーション
　  （デザイン開発におけるマーケティングについて／新価値創造を目指すための課題解説）
2.マーケティング基礎1：講義
　  （マーケティングの基本要素／マーケットの分析と商品計画／SWOT→STP→４P）
3.マーケティング基礎2：グループワーク
　  （実製品を題材に、開発プロセスについての企業のマーケティング意図を推測し理解を深める）
4.マーケティング基礎3：グループワークと発表
　  （前回に続き、各グループで製品の新しいマーケティング展開（SWOT→STP→4P）を検討し発表
を行う）
5.デザインリサーチ1：講義
 　 （人間中心デザインとリサーチ　“カタチを超えて”）
6.デザインリサーチ2：講義
　  （ユーザインサイトの理解の重要性／ユーザビリティ評価と認知科学的アプローチ）
7.デザインリサーチ3：グループワーク
    （ユーザビリティテストを実際に体験する／特にユーザ心理を理解することの重要性を理解する）
8.デザインリサーチ4：グループワークと発表
　  （ユーザビリティテストで発見された問題点とその時のユーザ心理について理由づけを行い発表
を行う）
9.デザインリサーチ5：講義
　  （製品開発における“ペルソナ手法の活用とユーザー中心デザイン”）
10.マーケティング演習1：講義とグループワーク
　  （快適空間を題材に、ペルソナ→シナリオからユーザー中心デザインのアプローチ演習を行う）
11マーケティング演習2：グループワーク
　  （グループに分かれ、配布された各種資料からテーマを理解しイメージできるようにする）
12.マーケティング演習3：グループワーク
　  （グループ毎に、マーケティング技法を用いて戦略策定と製品やサービスの定義を行う）
13.マーケティング演習4：グループワーク
　  （引き続き検討を行い、三次元モデルによる概念設計の可視化を試みる）
14.マーケティング演習5：発表
 　 （検討した三次元モデルによる概念設計について、マーケティング技法を用いて検証精査する）
15.プレゼンテーション
　  （発表／課題レポートの提出）

必要に応じて資料を配布する。

出席率（50％）と課題レポート（50％）により総合的に評価する
出席点＝50*出席日数／講義回数14、課題点＝50*評価点（A,B.C三段階評価）

履修証明プログラム個別科目案内

デザインマーケティング特論　（選択科目）

福田 哲夫（本学教授）、安藤 昌也（本学助教）

内容
マーケティングのアプローチでは、顧客ニーズを起点に顧客満足の最大化を目標に、商品やサービ
スを戦略的に開発する。そのため、マーケティング視点でデザインを捉えると、デザインは顧客に提
供される価値の一部としてその要求品質が定義されることになる。しかし、与えられる要求品質は概
念としての定義であって、設計解としてのデザインを明確に規定するものではない。そのため、主観
的なデザインプロセスにおいては、実際にはデザイン品質はデザイナーの恣意性に依存しているの
である。本授業科目は、あくまでマーケティング視点からデザインを捉え、顧客の視点からデザイン
を計画する手法の理解に軸足を置くが、このようなプロセスの曖昧性を考慮し、マーケットオリエン
テッドとデザインオリエンテッドの双方の可能性にフォーカスしながら進めていくこととする。

デザインを進める上で有効なマーケティング手法やユーザビリティ評価など、計画策定のための基
礎知識の習得、ならびにその具体的な実践方法の修得



プログラム名 人間中心デザイン　基礎～応用 科目名

担当教員

項目

授業方針

修得できる知識・
能力や授業の
目的・ねらい

授業計画・内容

テキスト

本授業では以下のテーマで講義を行う予定。（なお、都合によりテーマが入れ替わることもあるので
ご了承ください）
01オリエンテーション
  デザインプロセスとリサーチ
  デザイン解析手法の体系
02～03デザインのための科学（意味論的転回）
  未来への可能性を創造する手法
  ステークホルダーの考えと自発性の調査方法
  人間中心のデザイン手法
04消費者の選考構造とデザイン開発（事例研究）
　コンジョイント分析、クラスター分析
　重回帰分析、コレスポンデンス分析 ケーススタディ
05多変量解析とデザイン、デザイン品質マネージメント
　6σ、DMAIC、DFACE
　多変量解析
06～07実践編1　フィールドリサーチ
　フィールドリサーチ手法
　エクスカーションの実践
08～10実践編2　官能評価、感性工学的アプローチ
　SD法（Semantic Differential method）
　因子分析、数量化3類
11～13実践編3　ポジショニングマップとコレスポンデンス分析
　ポジショニング
　コレスポンデンス分析
14人間中心設計とユーザビリティ評価 ISO 13407
15総括

適宜レジメを配布する
授業で使用するスライドは、事前にWebCTにアップする

履修証明プログラム個別科目案内

デザインシステム計画特論　（選択科目）

國澤　好衛（本学教授）

内容
インダストリアル・デザインが対象とするエステティック（美的）な問題やセミオティック（記号論）な問
題は、デザインが同様に対象としているエルゴノミクスやエコロジーの問題のように一般的な設計手
法で取り扱うことは難しい。それは、エステティック（美的）な問題やセミオティック（記号論）な問題に
おいて重要となる形態や表現に関して、それを構成する属性と審美性や記号的意味（コミュニケー
ション）との関係を合理的に制御できるパラメータが明確でないことによる。
現実のデザインの場面において、エステティック（美的）な問題やセミオティック（記号論）な問題がデ
ザイナーの主観的な判断に委ねられているのはそためといえる。
しかし、このようなデザイナーの突然の洞察やセンスに頼った主観的プロセスに合理性や客観性を
取り入れようとする研究が、1980年代ごろよりデザイン学や感性工学などの分野で盛んに行なわれ
るようになり、そこで登場した分析技術などが今日のデザインの現場においても合意形成や意思決
定に有効なものとして、主に計画の妥当性やデザインの評価の検証などに応用されている。
本授業では、こうした実情を踏まえ、デザインのエステティック（美的）な問題やセミオティック（記号
論）な問題を合理的かつ客観的に進めていく上で必要な考え方、方法について、これまでデザイン
学、感性工学として研究されてきた内容を整理しながら全体像を俯瞰するとともに、デザイン現場に
おいて実際に利用されている手法に具体的に取り組むことを方針とする。

授業の目的・狙い
デザイン、特にエステティック（美的）な問題やセミオティック（記号論）な問題に有効な客観的手法と
しての解析手法の体系的理解と実務に活用できるデータ収集から分析、評価にいたる一連のプロ
セスを実践的に学習することを目的とする。
まずは、デザイン学、感性工学などの領域で研究されてきた手法やデザインの現場で実際に活用さ
れている手法などを整理する。つづいて、デザインの現場で行なわれている事例を紹介する。そし
て、実際にフィールドサーベーや印象評価と分析、コレスポンデンス分析によるデザインマップの作
成などに取り組んでもらう。

修得できる知識・能力
エステティック（美的）な問題やセミオティック（記号論）な問題に有効な分析技術
デザインの現場で行なわれているデザイン分析
フィールドリーサーチ技術
因子分析、数量化3類、クラスター分析などによるデザイン評価
コレスポンデンス分析を用いたデザインポジショニング分析



参考書

成績評価方法

複雑さに挑む科学―多変量解析入門 (ブルーバックス)

出席（50％）とレポート課題（50％）により評価する。
出席点=50*出席日数/講義回数
課題点=50*評価点



プログラム名 人間中心デザイン　基礎～応用 科目名

担当教員

項目

授業方針

修得できる知識・
能力や授業の
目的・ねらい

テキスト 配布するレジュメを使用する。

履修証明プログラム個別科目案内
コミュニケーションデザイン特論　（選択科目）

小山　登（本学教授）

内容
「コミュニケーションデザイン」は言語系と非言語系といった従来の枠組にとらわれず、マルチメディ
ア技術やデジタル技術を駆使してダイナミックな変化を続けている。
本講義では、特に、近年デジタル技術の進展に伴い、重要性が増しているユーザーと機器やシステ
ム間の相互コミュニケーションを主とした「インタラクションデザイン」を中心テーマとして、産業界に
於けるケーススタディを中心に実践的な講義とプロジェクトを行い開発実務に必要な知識やスキル
の修得を目指す。

授業のねらい
この授業は、学習者がコミュニケーションデザイン全般の基礎知識や技術に加え、多様化・高度化し
つつあるインタラクション
デザインや周辺領域（マネ-ジメント、プロデュースを含む）に関する高度な知識と手法を習得するこ
とを目的とする。
具体的には、学習者は,この講義を通じて以下の知識や能力を習得できる
１　コミュニケーションデザインに関する基本知識を理解する。
２　コミュニケーション理論と手法についての専門知識を理解する。
３　企業における製品開発及びコミュニケーションデザイン開発実務についての専門知識を理解す
る。
４　コミュニケーションデザインとしてのプレゼンテーションについての専門知識を理解する。
５　コミュニケーションデザインの実務全般に関する基本スキルを身につける。
到達最低レベル
簡易なインタラクションデザインの企画、開発ができるようになる。もしくは、プロジェクト管理ができ
るようになる。
チャレンジレベル
企業からの比較的簡単な開発依頼案件に対して、プロジェクト企画、見積書作成ができるようにな
る。

授業計画・内容

＜授業計画＞
全  体：　講義は毎回スライドと配布のレジュメ(一部)を使用して行なう。また、出席表を終了後に回
収することで出欠の確認とする
第 １回　コミュニケーションデザインの概説：
　　　　 　・本講義の目的と15回授業の進め方、内容について解説し学生が講義選択の判断 ができ
るようにする。
　　　　　　 また、今後の授業内容や進め方に反映するため受講者に知識確認のアンケートクイズな
どを実施する。
第 2回　コミュニケーション理論と手法についての概説：
　　　　　 ・コミュニケーションの定義について解説
　　　　 　・言語系・非言語系のコミュニケーション理論と主な手法について解説
第 3回　コミュニケーションデザインに於けるユニバーサルデザイン対応について：
　　　　 　・高齢化や色弱者への対応やデジタルデバイド問題などについて解説
第 4回　インタラクションデザインについての概説：
　　　　 　・インタラクションデザインの対象と企業に於ける現状について解説
第 5回　コミュニケーションデザインに必要なスキルと能力：
　　　　　　・企業で求められるスキルと能力について解説。
第 6回　ケーススタディⅠ
　  　   　・カーナビゲーションシステム及び周辺のサービスに伴うコミュニケーションデザイン
第 7回　ケーススタディⅡ
　   　　　・携帯電話機及び周辺のサービスに伴うコミュニケーションデザイン
第 8回  コミュニケーションデザインに於けるデザインマネージメント
　　　　　　・マネージメント視点で見たプレゼンテーション手法

第 9回～第13回　サンプルプロジェクトによる演習：
　　　　   ①　演習課題の説明及び決定（グループ分けして、それぞれテーマを設定しディスカッショ
ン実施）
　　　　　 ②　グループワーク１（分析段階）
　　　　　 ③　グループワーク２（企画段階）
　　　　　 ④　グループワーク３（制作段階）
　　　　　 ⑤　グループワーク４（プレゼンテーション）
第14回　理解度テスト（または小論文レポート作成）：
第15回　予備日：

１　レポートについて：　　①　第 5回講義終了時にテーマを発表、第 7回講義までに提出
　　　　　　　　　　　　　　　 ②　第 7回講義終了時にテーマを発表、第 9回講義までに提出
２　プレゼンテーションについて：
　　第 9回講義はじめにチーム分けと研究課題を決定、第13回講義時に結果を各チーム毎に発表



参考書

成績評価方法

・テーマに応じた参考書を適宜紹介する（購入は強要しない）
・図書館の活用を勧める

以下の３項目をベースに総合評価する
１　レクチャーへの出席率と受講態度による評価
　　①　出席率評価　３０点（２点×１５回）
　　②　受講態度（質問数や討議への参画状況など）　１０点
２　課題による評価（提出期限のルール遵守、提出点、内容など）
　　①　レポート作成：　１０点（５点×２回）　（内容により５点～１点を付与する）
　　②　プレゼンテーション：
　　　　 ・発表内容によりチーム単位で得点１０点 （点数は発表方法、内容など）
３　最終回に行なう理解度テストによる評価　４０点



プログラム名 人間中心デザイン　基礎～応用 科目名

担当教員

項目

授業方針

修得できる知識・
能力や授業の
目的・ねらい

テキスト

参考書

成績評価方法

配布資料とWeb上のオンラインテキスト・コンテンツを用いる

学際的授業のため、範囲が広く、示しきれないので一部を下記に示す。
・コトラーのプロフェッショナル・サービス・マーケティング、ピアソン・エデュケーション社
・ユーザインタフェース関連書、人間工学関連書，他

次の３つのポイントで評価する
１　講義への参画度（出席するだけではなく，参加度を評価，講義以外での自己学習も評価）20点
２　レポート評価（提出期限などのルール準拠度，内容）4～5回のレポート，60点満点
３　総合課題評価（レポート内容，プレゼンテーション力）：20点

履修証明プログラム個別科目案内

サービス工学特論　（選択科目）

橋本　洋志（本学教授）

内容
サービス工学が網羅する様々な分野の技術と知識を示した後に、学生自らによるサービスメディア
のデザインまたは評価できるようになることを求める。また、これらの成果を整理・考察したレポート
の複数回提出を求める。

様々な場面でのサービスを考えたとき、これを伝達するサービスメディアを工学的観点から考察し、
効果的なサービスを創造・評価できる力を身に付けることが本授業の目的である。このため、人間
の内面モデル、サービスの満足度評価法、機能評価法、工学的サービスメディアの事例・特徴・設
計論などを学んだ上で、これらを融合した実践的演習を通して授業目的を達成する。

授業計画・内容

１．サービス工学とは
　サービス伝達モデルと各種用語の概念と定義を学ぶ。また，各分野のサービスとの比較分類を行
う。
２．満足を与える要因
　ユーザビリティ，アクションプロセス，時間効率，アフォーダンス，ユーザインタフェース，対人コミュ
ニケーション，などの要因と特徴について考える。
３．サービスの特性と実現構造
　特定のサービスを考えたとき，それを構成する要因間の因果関係をダイアグラムで表現する方法
を学ぶ。
４．機能性評価
　アクションプロセスからみた身の回り品の機能性評価について考える。
５．満足度評価
　メンタルモデル，社会行動学の観点から満足度を考え，その定量的評価法として，アンケート調査
法，SD(Semantic Differential)法，生体計測に基づく心理評価法の使用方法と注意点を学ぶ。
６．演習
　先端技術（人型ロボット，，生物型ロボット，自律移動車，自律飛行船など）の動きを見て，その
サービス要因，サービスイノベーションを考察する。
７．ユーザインタフェースデザイン
　ユーザビリティ，アフォーダンスを考慮して満足度の高いデザインとは何かについて考える。
８．高齢者の生活支援サービス
　高齢者の日常生活で困っている事例をとりあげ，それに対処するサービスとは何かについて考え
る。
９．視聴覚に基づくサービスメディア
　人間の視聴覚特性を考察した後に，この特性に適するサービスを取り上げ，これを伝達するのに
適する工学的サービスメディアの設計法について考える。特に，アフォーダンスとユーザーインタ
フェースの関係について考える。
１０．身体動作支援型サービスメディア
　人間の身体動作メカニズムを考察した後に，このメカニズムを合理的にサポートするサービスを取
り上げ，これを伝達するのに適する工学的サービスメディアの設計法について考える。
１１．福祉・介護サービスメディア
　福祉・介護で必要なサービスを考え，これに適する工学的サービスメディアの設計・運用について
考える。
１２．想起支援サービスメディア
　想起を支援するサービスメディアの在り方，設計，運用について，認知科学（連想記憶，イメージン
グ，忘却係数）および工学（ＩＴ，ＩＣタグ，データベースなど）の観点から考える。
１３～１５　サービスメディア製作・評価演習Ⅰ～Ⅲ
　どのようなサービスを提供しているか？　サービスのどの要素をターゲットにしているか？　四つの
特性を具体的に述べると，技術は，何をどのように工夫されて導入されているか，などを考察し，自
ら新たなサービスメディアを設計・製作して，それに基づくサービスイノベーションを考える。



※　日程や講師等が変更になる場合
もあります。

氏名

1 9月11日 金 5 人間中心設計概論 安藤昌也助教

2 9月11日 金 6 人間中心設計概論 小松原明哲教授

3 9月18日 金 5 人間中心設計概論 中野義彦氏

4 9月18日 金 6 人間中心設計概論 鱗原晴彦氏

5 9月25日 金 5 人間中心設計概論 安藤昌也助教

6 9月25日 金 6 人間中心設計概論 近藤朗氏

7 10月2日 金 5 人間中心設計概論 近藤朗氏・安藤昌也助教

8 11月7日 土 3 人間中心デザインの認知科学 安藤昌也助教

9 11月7日 土 4 人間中心デザインの認知科学 安藤昌也助教

10 11月14日 土 3 人間中心デザインの認知科学 安藤昌也助教

11 11月14日 土 4 人間中心デザインの認知科学 安藤昌也助教

12 11月21日 土 2 人間中心デザインの認知科学 安藤昌也助教

13 11月21日 土 3 人間中心デザインの認知科学 安藤昌也助教

14 11月21日 土 4 人間中心デザインの認知科学 安藤昌也助教

15 9月19日 土 2 HCD手技法特論 黒須正明教授

16 9月19日 土 3 HCD手技法特論 黒須正明教授

17 9月19日 土 4 HCD手技法特論 黒須正明教授

18 9月26日 土 3 HCD手技法特論 黒須正明教授

19 9月26日 土 4 HCD手技法特論 黒須正明教授

20 10月3日 土 3 HCD手技法特論 黒須正明教授

21 10月3日 土 4 HCD手技法特論 黒須正明教授

22 10月10日 土 3 HCD手技法特論 黒須正明教授

23 10月10日 土 4 HCD手技法特論 黒須正明教授

24 10月17日 土 3 HCD手技法特論 黒須正明教授

25 10月17日 土 4 HCD手技法特論 黒須正明教授

26 10月24日 土 3 HCD手技法特論 黒須正明教授

27 10月24日 土 4 HCD手技法特論 黒須正明教授

28 10月31日 土 3 HCD手技法特論 黒須正明教授

29 10月31日 土 4 HCD手技法特論 黒須正明教授

30 10月9日 金 5 人間中心のｺﾝｾﾌﾟﾄﾃﾞｻﾞｲﾝ特別演習 早川誠二氏

31 10月9日 金 6 人間中心のｺﾝｾﾌﾟﾄﾃﾞｻﾞｲﾝ特別演習 早川誠二氏

32 10月16日 金 5 人間中心のｺﾝｾﾌﾟﾄﾃﾞｻﾞｲﾝ特別演習 早川誠二氏

履修証明プログラム授業計画表

プログラム名 人間中心デザイン　基礎～応用

№ 月日 曜日 時限 科目名
講師



氏名
№ 月日 曜日 時限 科目名

講師

33 10月16日 金 6 人間中心のｺﾝｾﾌﾟﾄﾃﾞｻﾞｲﾝ特別演習 早川誠二氏

34 10月23日 金 5 人間中心のｺﾝｾﾌﾟﾄﾃﾞｻﾞｲﾝ特別演習 早川誠二氏

35 10月23日 金 6 人間中心のｺﾝｾﾌﾟﾄﾃﾞｻﾞｲﾝ特別演習 早川誠二氏

36 10月30日 金 5 人間中心のｺﾝｾﾌﾟﾄﾃﾞｻﾞｲﾝ特別演習 早川誠二氏・安藤昌也助教

37 11月6日 金 5 ユーザビリティ評価特別演習 古田一義氏・安藤昌也助教

38 11月6日 金 6 ユーザビリティ評価特別演習 古田一義氏

39 11月13日 金 5 ユーザビリティ評価特別演習 古田一義氏

40 11月13日 金 6 ユーザビリティ評価特別演習 古田一義氏

41 11月20日 金 5 ユーザビリティ評価特別演習 古田一義氏・安藤昌也助教

42 11月20日 金 6 ユーザビリティ評価特別演習 古田一義氏・安藤昌也助教

43 11月27日 金 5 ユーザビリティ評価特別演習 古田一義氏・安藤昌也助教

44 12月1日 火 6 デザインマーケティング特論 福田哲夫教授・安藤昌也助教

45 12月3日 木 6 デザインマーケティング特論 福田哲夫教授・安藤昌也助教

46 12月8日 火 6 デザインマーケティング特論 福田哲夫教授・安藤昌也助教

47 12月10日 木 6 デザインマーケティング特論 福田哲夫教授・安藤昌也助教

48 12月15日 火 6 デザインマーケティング特論 福田哲夫教授・安藤昌也助教

49 12月17日 木 6 デザインマーケティング特論 福田哲夫教授・安藤昌也助教

50 12月22日 火 6 デザインマーケティング特論 福田哲夫教授・安藤昌也助教

51 1月7日 木 6 デザインマーケティング特論 福田哲夫教授・安藤昌也助教

52 1月12日 火 6 デザインマーケティング特論 福田哲夫教授・安藤昌也助教

53 1月14日 木 6 デザインマーケティング特論 福田哲夫教授・安藤昌也助教

54 1月19日 火 6 デザインマーケティング特論 福田哲夫教授・安藤昌也助教

55 1月21日 木 6 デザインマーケティング特論 福田哲夫教授・安藤昌也助教

56 1月26日 火 6 デザインマーケティング特論 福田哲夫教授・安藤昌也助教

57 1月28日 木 6 デザインマーケティング特論 福田哲夫教授・安藤昌也助教

58 2月2日 火 6 デザインマーケティング特論 福田哲夫教授・安藤昌也助教

59 9月26日 土 2 デザインシステム計画特論 國澤好衛教授

60 9月30日 水 5 デザインシステム計画特論 國澤好衛教授

61 10月3日 土 2 デザインシステム計画特論 國澤好衛教授

62 10月7日 水 5 デザインシステム計画特論 國澤好衛教授

63 10月10日 土 2 デザインシステム計画特論 國澤好衛教授

64 10月14日 水 5 デザインシステム計画特論 國澤好衛教授

65 10月17日 土 2 デザインシステム計画特論 國澤好衛教授

66 10月21日 水 5 デザインシステム計画特論 國澤好衛教授



氏名
№ 月日 曜日 時限 科目名

講師

67 10月24日 土 2 デザインシステム計画特論 國澤好衛教授

68 10月28日 水 5 デザインシステム計画特論 國澤好衛教授

69 11月4日 水 5 デザインシステム計画特論 國澤好衛教授

70 11月7日 土 2 デザインシステム計画特論 國澤好衛教授

71 11月11日 水 5 デザインシステム計画特論 國澤好衛教授

72 11月14日 土 2 デザインシステム計画特論 國澤好衛教授

73 11月18日 水 5 デザインシステム計画特論 國澤好衛教授

74 11月30日 月 3 コミュニケーションデザイン特論 小山登教授

75 12月3日 木 3 コミュニケーションデザイン特論 小山登教授

76 12月7日 月 3 コミュニケーションデザイン特論 小山登教授

77 12月10日 木 3 コミュニケーションデザイン特論 小山登教授

78 12月14日 月 3 コミュニケーションデザイン特論 小山登教授

79 12月17日 木 3 コミュニケーションデザイン特論 小山登教授

80 12月21日 月 3 コミュニケーションデザイン特論 小山登教授

81 1月7日 木 3 コミュニケーションデザイン特論 小山登教授

82 1月14日 木 3 コミュニケーションデザイン特論 小山登教授

83 1月18日 月 3 コミュニケーションデザイン特論 小山登教授

84 1月21日 木 3 コミュニケーションデザイン特論 小山登教授

85 1月25日 月 3 コミュニケーションデザイン特論 小山登教授

86 1月28日 木 3 コミュニケーションデザイン特論 小山登教授

87 2月1日 月 3 コミュニケーションデザイン特論 小山登教授

88 2月4日 木 3 コミュニケーションデザイン特論 小山登教授

89 12月2日 水 4 サービス工学特論 橋本洋志教授

90 12月4日 金 4 サービス工学特論 橋本洋志教授

91 12月9日 水 4 サービス工学特論 橋本洋志教授

92 12月11日 金 4 サービス工学特論 橋本洋志教授

93 12月16日 水 4 サービス工学特論 橋本洋志教授

94 12月18日 金 4 サービス工学特論 橋本洋志教授

95 1月6日 水 4 サービス工学特論 橋本洋志教授

96 1月8日 金 4 サービス工学特論 橋本洋志教授

97 1月13日 水 4 サービス工学特論 橋本洋志教授

98 1月15日 金 4 サービス工学特論 橋本洋志教授

99 1月20日 水 4 サービス工学特論 橋本洋志教授

100 1月22日 金 4 サービス工学特論 橋本洋志教授



氏名
№ 月日 曜日 時限 科目名

講師

101 1月27日 水 4 サービス工学特論 橋本洋志教授

102 1月29日 金 4 サービス工学特論 橋本洋志教授

103 2月3日 水 4 サービス工学特論 橋本洋志教授

※　本学における授業時間は次のとおりです。
時限 1 2 3 4 5 6

授業時間 10:30～12:00 13:00～14:30 14:45～16:15 16:30～18:00 18:30～20:00 20:10～21:40
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